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FIRE=xR WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC 1:50-1:200
PF=E Calculated MW: 36 kDa; Observed MW: 36 kDa
RSk
BlzFE APE1
APEX1; APE; APET1; APEX; APX; HAP1; REF1; DNA-(apurinic or apyrimidinic site) lyase; APEX
J=11p=4 nuclease; APEN; Apurinic-apyrimidinic endonuclease 1; AP endonuclease 1; APE-1; REF-1;
Redox factor-1
iBzFID 328.0
SwissProt ID P27695
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	応用
	抗原情報
	背景
	Ape1は脱塩基部位の修復を開始し、塩基除去修復（BER）経路に必須です。Ape1の修復活性は、BERにおけるもう一つの必須タンパク質であるXRCC1との相互作用によって刺激されます。Ape1は、転写因子を活性な還元状態に保つ酸化還元因子として機能しますが、酸化還元非依存的に転写補因子として機能し、アポトーシス、増殖、分化といった様々な細胞運命を制御します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	APE1 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の APE1 のウエスタン ブロット分析。
	

	APE1抗体とDAPI（青）を用いたHela中のAPE1（緑）の免疫細胞化学分析
	

	APE1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

